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Ⅰ 調査概要 

（１）調査目的 

 令和３年度からはじまる第５次川口市総合計画後期基本計画の検討にあたって地域における問
題点や課題、望ましい地域の将来の姿などについて、市内各地域の実情を把握するため、川口市立
高等学校の生徒を対象に実施しています。 
 

（２）調査実施概要 

 調査対象 川口市立高等学校２年生 
 調査方法 学校による直接配布・直接回収 
 調査期間 令和元年９月 18 日（水） 令和元年９月 30 日（月） 
 

（３）回収状況 

 回収数   440 票(うち白票 1 票) 
 有効回収数 439 票 
 

（４）留意点 

 回答の比率は、総数を 100％として算出し、小数第２位を四捨五入しているため、合計が 100％
にならない場合がある。 

 複数回答の質問は、回答者数(＝総数)を分母として比率を算出しているため、合計が 100％を超
える場合がある。 

 属性別の記述では、原則として全体の集計結果や他の属性項目と比較して、特徴又は傾向が見ら
れるものを記述の対象としている。 
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Ⅱ 調査結果 
１ 回答者属性 

（１）性別 

問１ あなたの性別は。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●性別は「男性」46.5％、「女性」53.5％と女性が男性を上回っています。 
 

（２）居住地 

問２ あなたの現在お住まいについてお教えください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●居住地は、「川口市内」が 63.8％で、「埼玉県内(川口市以外)」が 35.5％となっており、埼玉
県内が 99.3％を占めています。「東京都内」は 0.5％、「埼玉県、東京都以外の県」は 0.2％と
ごくわずかとなっています。 

 
  

 

 

男性

46.5%
女性

53.5%

無回答

0.0%

総数

439

川口市内

63.8%

埼玉県内

（川口市以外）

35.5%

東京都内

0.5%

埼玉県、東京都

以外の県

0.2% 無回答

0.0%

総数

439
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（３）市内居住者の居住地域 

問２－１ あなたが現在お住まいの地区は次のどれに該当しますか。(市内居住者のみ) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●市内居住者の居住地域については、「鳩ヶ谷地域」が 16.4％と比較的多く、「横曽根地域」が
2.1％と低い以外は、各地域ともに 7％ 10％台前半となってりおり、地域による差は少なく
なっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
7.1

2.1

13.6

12.1

10.0

8.9

10.4

10.4

7.5

16.4

1.4

0% 5% 10% 15% 20%

中央地域

横曽根地域

青木地域

南平地域

新郷地域

神根地域

芝地域

安行地域

戸塚地域

鳩ヶ谷地域

無回答

総数=280
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２ 将来の居住意向 

（１）将来の居住意向 

問３ あなたは将来、川口市に住みたいと思いますか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜全体＞ 
●「住みたい」が 43.7％、「住みたくない」が 54.0％なっており、「住みたくない」が「住みたい」

を上回っています。 
 
＜属性別＞ 
●性別にみると、居住意向は『男性』よりも『女性』で強くなっています。 
●住まいでみると、『市内』では「住みたい」が 66.1％と全体の 2/3 近くを占めている一方、『市

外』では「住みたい」は 4.4％にとどまっており、高校生への住まいの場としての人気は低いも
のとなっています。 

 
＜令和元年度 総合計画のための市民意識調査との比較＞ 
●「令和元年度総合計画のための市民意識調査」で最も定住意向の低い『18 29 歳』と『市内』

を比較すると、「住みたい」は 12.4 ポイント少なく、若い層ほど定住意向が低いことを示してい
ます。 

 
 
 

  

 

住みたい

43.7%

住みたくない

54.0%

無回答

2.3%

総数

439

住みたい

43.7 

40.2 

46.8 

66.1 

4.4 

83.0 

78.5 

住みたくない

54.0

57.8

50.6

33.2

90.6

9.5

13.8

無回答

2.3

2.0

2.6

0.7

5.0

7.5

7.7

全体(439)

【性別】

男性(204)

女性(235)

【住まい】

市内(280)

市外(159)

【参考 令和元年市民意識調査】

全体(1,642)

18～29歳(65)

単位:％
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（２）「住みたい」と思う理由 

問３－１ 住みたいと思う理由は何ですか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜全体＞ 
●「住みたい」と回答した人の住みたい理由については、「都心までの交通の便が良い」が 53.6％

で最も多く、以下、「友人がいる」38.0％、「愛着がある」29.2％、「買物などが便利」27.1％と
続いており、交通や買物の利便性や友人関係、地域への愛着といった心情的な理由が上位を占め
ています。 

 
＜属性別＞ 
●性別にみると、性別による大きな差はみられませんが、『女性』では「都心までの交通の便が良

い」の比率が『男性』に比べて高いほか、「親元から離れたくない(親が川口市在住の場合)」の比
率が 20.9％と『男性』の 4.9％に比べて高くなっています。 

●一方、『男性』では「居住環境がよい」の比率が『女性』に比べて高いという特徴がみられます。 

  

 
53.6

38.0

29.2

27.1

17.2

14.1

13.5

13.0

10.9

10.9

8.9

6.8

5.7

4.2

3.6

2.6

4.7

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

都心までの交通の便が良い

友人がいる

愛着がある

買い物などが便利

居住環境が良い

親元から離れたくない（親が川口市在住の場合）

公共施設が充実している

災害に対して安全

医療・福祉環境が良い

進学したい学校（大学等）から近い

自然環境が豊か

子育てがしやすそう

治安に対して安心

教育環境が良い

近くに働く場所がある（市内で働きたい）

文化的な環境が良い

その他

無回答

総数=192 （複数回答）
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票
数

医
療
・
福
祉
環
境
が
良
い

子
育
て
が
し
や
す
そ
う

教
育
環
境
が
良
い

進
学
し
た
い
学
校
（

大
学
等
）

か
ら
近
い

文
化
的
な
環
境
が
良
い

近
く
に
働
く
場
所
が
あ
る
（

市
内
で
働
き
た
い
）

自
然
環
境
が
豊
か

都
心
ま
で
の
交
通
の
便
が
良
い

居
住
環
境
が
良
い

公
共
施
設
が
充
実
し
て
い
る

災
害
に
対
し
て
安
全

買
い
物
な
ど
が
便
利

愛
着
が
あ
る

治
安
に
対
し
て
安
心

友
人
が
い
る

親
元
か
ら
離
れ
た
く
な
い
（

親
が
川
口
市
在
住
の
場
合
）

そ
の
他

無
回
答

全体 192 10.9 6.8 4.2 10.9 2.6 3.6 8.9 53.6 17.2 13.5 13.0 27.1 29.2 5.7 38.0 14.1 4.7 0.5

男性 82 11.0 7.3 6.1 15.9 6.1 4.9 8.5 46.3 24.4 15.9 13.4 29.3 29.3 6.1 39.0 4.9 6.1 0.0

女性 110 10.9 6.4 2.7 7.3 0.0 2.7 9.1 59.1 11.8 11.8 12.7 25.5 29.1 5.5 37.3 20.9 3.6 0.9

市内 185 10.8 7.0 4.3 10.8 2.7 3.8 9.2 51.9 17.8 13.5 13.0 26.5 29.2 5.9 38.4 14.1 4.9 0.5

市外 7 14.3 0.0 0.0 14.3 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 14.3 14.3 42.9 28.6 0.0 28.6 14.3 0.0 0.0

性
別

住
ま
い
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（３）「住みたくない」と思う理由 

問３－２ 住みたくないと思う理由は何ですか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜全体＞ 
●「住みたくない」と回答した人の住みたくない理由については、「治安に対して不安」が 41.8％

で最も多く、「愛着がない」が 39.2％で続いています。これ以下は「自然環境が乏しい」19.4％、
「教育環境が良くない」18.6％、「進学したい学校(大学)から遠い」18.6％が 10％台後半で比較
的多くなっています。 

 
＜属性別＞ 
●性別にみると、『女性』では「治安に対して不安」の比率が 50.4％と半数以上を占めており、治

安の悪さが定住意向に大きく影響しています。 
●一方、『男性』では「親元から離れたい(親が川口市在住の場合)」の比率が『女性』に比べて高い

という特徴がみられます。 
●住まい別にみると、『市外』では「治安に対して不安」や「愛着がない」の比率が 5 割前後と高

くなっています。 

  

 
41.8

39.2

19.4

18.6

18.6

14.3

13.9

12.7

11.8

11.4

9.3

8.9

5.9

5.9

5.9

5.5

16.9

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

治安に対して不安

愛着がない

自然環境が乏しい

教育環境が良くない

進学したい学校（大学等）から遠い

親元から離れたい（親が川口市在住の場合）

近くに働く場所がない（市外で働きたい）

居住環境が良くない

文化的な環境が良くない

公共施設が充実していない

都心までの交通の便が悪い

子育てがしにくそう

医療・福祉環境が良くない

災害に対して不安

友人がいない

買い物などが不便

その他

無回答

総数=237 （複数回答）
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票
数

医
療
・
福
祉
環
境
が
良
く
な
い

子
育
て
が
し
に
く
そ
う

教
育
環
境
が
良
く
な
い

進
学
し
た
い
学
校
（
大
学
等
）

か
ら
遠
い

文
化
的
な
環
境
が
良
く
な
い

近
く
に
働
く
場
所
が
な
い
（

市
外
で
働
き
た
い
）

自
然
環
境
が
乏
し
い

都
心
ま
で
の
交
通
の
便
が
悪
い

居
住
環
境
が
良
く
な
い

公
共
施
設
が
充
実
し
て
い
な
い

災
害
に
対
し
て
不
安

買
い
物
な
ど
が
不
便

愛
着
が
な
い

治
安
に
対
し
て
不
安

友
人
が
い
な
い

親
元
か
ら
離
れ
た
い
（

親
が
川
口
市
在
住
の
場
合
）

そ
の
他

無
回
答

全体 237 5.9 8.9 18.6 18.6 11.8 13.9 19.4 9.3 12.7 11.4 5.9 5.5 39.2 41.8 5.9 14.3 16.9 0.8

男性 118 5.9 11.0 18.6 20.3 12.7 12.7 21.2 7.6 14.4 11.0 7.6 6.8 42.4 33.1 5.9 19.5 16.1 1.7

女性 119 5.9 6.7 18.5 16.8 10.9 15.1 17.6 10.9 10.9 11.8 4.2 4.2 36.1 50.4 5.9 9.2 17.6 0.0

市内 93 6.5 11.8 21.5 23.7 12.9 23.7 21.5 15.1 12.9 17.2 5.4 8.6 23.7 20.4 2.2 33.3 17.2 0.0

市外 144 5.6 6.9 16.7 15.3 11.1 7.6 18.1 5.6 12.5 7.6 6.3 3.5 49.3 55.6 8.3 2.1 16.7 1.4

性
別

住
ま
い
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３ 川口市の魅力を高めるために重点的に取り組むべきこと 

問４ 今後、川口市の魅力を高め、市内に定住する人を増やすためにはどのような取組を重点的に
行うべきだとおもいますか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜全体＞ 
●最も満足度が高いのは「保健・医療体制が充実し、健康に暮らせるまち」の 36.4％で、以下、「子

育てしやすいまち」34.9％、「さまざまな災害や犯罪などに対して安全・安心なまち」33.7％、
「大型店から商店街まで買い物がしやすいまち」32.1％、「安全・安心・快適に移動できる交通
環境が整っているまち」31.4％、「年齢・性別、障害の有無などにかかわらず、誰もが安心して
暮らせるまち」30.8％までが 30％以上となっており、健康や安全･安心、利便性の向上などを高
める意見が多くなっています。 

 
＜属性別＞ 
●性別にみると、『女性』に比べ『男性』の要望が多く、多くの項目で『男性』の比率が『女性』を

上回っており、特に教育や生涯学習などの環境、産業、歴史･文化、ごみや上下水道、市民参加や
行財政などで、女性を大きく上回っています。 

●住まいでみると、『市外』に比べ『市内』居住者の要望が多く、特に「年齢・性別、障害の有無な

 
36.4

34.9

33.7

32.1

31.4

30.8

25.1

24.8

24.6

21.9

21.9

21.2

21.0

20.5

20.3

19.1

18.2

16.6

15.0

14.6

14.6

13.0

12.8

5.0

8.9

0% 10% 20% 30% 40%

保健・医療体制が充実し、健康に暮らせるまち

子育てしやすいまち

さまざまな災害や犯罪などに対して安全・安心なまち

大型店から商店街まで買い物がしやすいまち

安全・安心・快適に移動できる交通環境が整っているまち

年齢・性別、障害の有無などにかかわらず、誰もが安心して暮らせるまち

豊かな水と緑に親しめる場所があるまち

子どもたちが積極的に学ぶことができる環境が整っているまち

文化・芸術活動やスポーツなどの生涯学習をしやすい環境が整っているまち

性別や国籍などによる差別のない、お互いを尊重し理解し合えるまち

ごみの減量化や、リサイクルなどを積極的に行っているまち

ＣＯ２削減など地球環境に配慮した取り組みを積極的に行っているまち

高齢者が生きがいを持ち、安心して暮らせるまち

学校や家庭、地域が協力し、子どもたちの成長を支えているまち

いつでも安心して水道や下水道を利用できるまち

効果的かつ効率的な行財政運営がなされているまち

自然や歴史、文化財など市内外に誇れる魅力があるまち

市民が市政に参加しやすいまち

ものづくり産業が活発なまち

市内産業が元気なまち

ボランティアや地域活動など（町会･自治会など）、市民が元気に活動できるまち

植木や特産野菜など特色ある都市農業が行われているまち

住･工･商･緑など地域ごとの特性を踏まえた適正なまちづくりが推進されているまち

その他

無回答

総数=439 （複数回答）
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どにかかわらず、誰もが安心して暮らせるまち」や「大型店から商店街まで買い物がしやすいま
ち」、「さまざまな災害や犯罪などに対して安全・安心なまち」などで比率が高くなっています。 

 
＜令和元年度 総合計画のための市民意識調査との比較＞ 
●「令和元年度総合計画のための市民意識調査」での『18 29 歳』と比較すると、高校生では「保

健・医療体制が充実し、健康に暮らせるまち」や「高齢者が生きがいを持ち、安心して暮らせる
まち」、「ごみの減量化や、リサイクルなどを積極的に行っているまち」、「ボランティアや地域活
動など（町会･自治会など）、市民が元気に活動できるまち」などで比率が高くなっています。 

●一方、『18 29 歳』では高校生に比べ、「安全・安心・快適に移動できる交通環境が整っている
まち」や「効果的かつ効率的な行財政運営がなされているまち」の比率が高くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
票
数

保
健
・
医
療
体
制
が
充
実
し
、

健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち

高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
ち
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

年
齢
・
性
別
、

障
害
の
有
無
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

子
ど
も
た
ち
が
積
極
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
整
っ

て
い
る
ま
ち

学
校
や
家
庭
、

地
域
が
協
力
し
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
て
い
る
ま
ち

文
化
・
芸
術
活
動
や
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
の
生
涯
学
習
を
し
や
す
い
環
境
が
整
っ

て
い
る
ま
ち

性
別
や
国
籍
な
ど
に
よ
る
差
別
の
な
い
、

お
互
い
を
尊
重
し
理
解
し
合
え
る
ま
ち

市
内
産
業
が
元
気
な
ま
ち

も
の
づ
く
り
産
業
が
活
発
な
ま
ち

大
型
店
か
ら
商
店
街
ま
で
買
い
物
が
し
や
す
い
ま
ち

植
木
や
特
産
野
菜
な
ど
特
色
あ
る
都
市
農
業
が
行
わ
れ
て
い
る
ま
ち

自
然
や
歴
史
、

文
化
財
な
ど
市
内
外
に
誇
れ
る
魅
力
が
あ
る
ま
ち

豊
か
な
水
と
緑
に
親
し
め
る
場
所
が
あ
る
ま
ち

Ｃ
Ｏ
２
削
減
な
ど
地
球
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
る
ま
ち

ご
み
の
減
量
化
や
、

リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
る
ま
ち

住
･
工
･
商
･
緑
な
ど
地
域
ご
と
の
特
性
を
踏
ま
え
た
適
正
な
ま
ち
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
て
い
る
ま
ち

安
全
・
安
心
・
快
適
に
移
動
で
き
る
交
通
環
境
が
整
っ

て
い
る
ま
ち

い
つ
で
も
安
心
し
て
水
道
や
下
水
道
を
利
用
で
き
る
ま
ち

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
や
犯
罪
な
ど
に
対
し
て
安
全
・
安
心
な
ま
ち

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
地
域
活
動
な
ど
（

町
会
･
自
治
会
な
ど
）
、

市
民
が
元
気
に
活
動
で
き
る
ま
ち

市
民
が
市
政
に
参
加
し
や
す
い
ま
ち

効
果
的
か
つ
効
率
的
な
行
財
政
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
ま
ち

そ
の
他

無
回
答

全体 439 36.4 34.9 21.0 30.8 24.8 20.5 24.6 21.9 14.6 15.0 32.1 13.0 18.2 25.1 21.2 21.9 12.8 31.4 20.3 33.7 14.6 16.6 19.1 5.0 8.9

男性 204 37.3 37.7 24.0 30.9 31.4 23.5 32.8 25.5 21.6 21.6 33.3 18.6 25.0 28.4 24.5 27.5 19.1 31.9 28.9 35.8 19.1 23.5 26.5 7.4 10.8

女性 235 35.7 32.3 18.3 30.6 19.1 17.9 17.4 18.7 8.5 9.4 31.1 8.1 12.3 22.1 18.3 17.0 7.2 31.1 12.8 31.9 10.6 10.6 12.8 3.0 7.2

市内 280 40.0 39.3 22.1 36.4 25.4 21.4 27.5 24.3 17.9 18.2 37.9 14.6 21.8 28.2 21.8 23.2 13.9 33.6 23.6 38.6 17.5 20.7 23.2 5.4 6.8

市外 159 30.2 27.0 18.9 20.8 23.9 18.9 19.5 17.6 8.8 9.4 22.0 10.1 11.9 19.5 20.1 19.5 10.7 27.7 14.5 25.2 9.4 9.4 11.9 4.4 12.6

全体 280 46.0 32.3 39.5 22.8 22.2 16.1 15.6 13.3 9.7 5.8 22.6 7.5 10.1 18.6 13.1 17.4 7.9 35.0 13.3 43.8 8.9 12.9 25.8 - 4.7

18～29歳 159 29.2 38.5 10.8 23.1 36.9 20.0 16.9 13.8 12.3 16.9 33.8 4.6 13.8 29.2 13.8 9.2 6.2 44.6 7.7 38.5 3.1 12.3 33.8 - 3.1

※
市
民

意
識
調
査

性
別

住
ま
い




